
議  事  録 

 会議名  第４回運営推進会議  開催場所  ２階多目的室 

 開催日  令和 4年 10月 19日（水）  開催時間  １３：３０～１５：００ 

 

§出席者（敬称略） 

役職 氏名 役職 氏名 

利用者代表 小山 敏夫 地域包括支援センター職員 平野 令子 

家族代表 薄波 謙一 施設委員（施設長） 関原 礼敏 

藪野町内会長 保坂 克己 施設委員（部長） 吉田 芳治 

池町内会長 古川 勝夫   欠席 事務局（小規模管理者） 中村 啓一郎 

民生委員 吉田 隆 事務局（特養相談員） 柳本 幹子   欠席 

民生委員 石黒 直樹 事務局（小規模計画作成） 竹田 慎一 

 

1. 挨拶 

 

2. 議事 

◆令和４年度第３回議事録の承認 ⇒ 承認される 

 

◆利用状況・事故ヒヤリ発生状況・苦情について（別紙参照） 

 ケアホームでは今年度から小規模多機能がない板倉区・清里区の方も利用可と積極 

的に発信してきたが、１０月から板倉区の方が利用開始となった。 

 

◆行事・活動等の報告 

①夏祭り・敬老会（各ユニットで開催） 

②畑収穫  来年度以降、施設南側の畑をどうするか課題 

 『薄波委員』植え方等、畑の研究をしてほしい。コスモスも刈られてしまい、 

管理が非常に残念であった。 

 『石黒委員』維持管理できる人がいないと難しい 

  ⇒『事務局』今年春に枝豆を半分にし、花を植える計画であったが、全面に 

枝豆を植えてしまった。来年度はしっかりと計画する 

 

◆事業所の運営に係る報告事項 

①新型コロナ関連 

【施設の状況】 

  ケアホームで８月９月と１回ずつ、職員の家族が陽性となり、２日間サービス 

を縮小した。事業所として、感染拡大に繋がらない対応を常時取っているため 

今後は職員・利用者が陽性時以外は通常利用継続とした。 



【面会】 

県内における新型コロナウイルスの感染状況やワクチン接種状況を鑑み、特養 

の面会制限を解除し、１０月より面会を再開。 

   『小山委員』施設の職員は対応の変更があり、とても大変。よくやっている。 

   『施設委員』施設では感染状況に応じて段階別に対策を取っていたが、１５日～ 

         変更。面会など少しでも普通の生活に近付けるようにしていきたい。 

   『吉田委員』全数把握がなくなったことで傾向と対策が見えづらい。 

交流を続けていくことには賛成である 

   『薄波委員』昨年度までは冬季は玄関で窓越し面会であった。また、タブレットの 

利用により職員の負担増となっている。隔週ではなく、毎週直接面会 

にできないものか 

    ⇒『施設委員』施設内にコロナは入る前提として、対策を考えている。 

緩和したいが、他階への感染拡大が懸念されるため、隔週での 

フロア毎の面会は今後も継続していく。 

５類に変更となれば面会規制は解除する。 

 

②自衛消防訓練 

【日程】１０月４日（火）１４時～１４時４０分 

【内容】大地震発生時の訓練（夜間想定） 

    アクションカードに沿って、地震発生後～被害状況確認・避難経路確保 

    までを実施。 

【参加者】防災委員＋数名 

 

③起震車体験 

【日程】１０月４日（火）１４時～１５時 

【参加者】運営推進委員２名、地域住民３名、職員１６名 

 『吉田委員』地震の凄さを体験できた。定期的な体験が必要と感じた。 

 『石黒委員』ガラス飛散防止シートは貼っているか 

  ⇒『事務局』今のところ対応していない 

 『薄波委員』過去に櫛池川が氾濫したことはあるのか 

 『保坂委員』浸水エリアになっているが、過去に藪野町内での水害発生はない。 

バックウォーター現象が起きる可能性もあるが、おそらく問題ない 

  

④ふえふき通信の内容について 

 特養：入居者の様子、活動報告 

 ケアホーム：職員利用者の一日、活動報告、求人 



 事務室からのお知らせ：各種会議・研修・訓練・異動の報告 

  『吉田委員』知っている人も確認できるので現状でよいと思います 

  『平野委員』他施設の広報誌で脳トレや軽い体操などが載っていた 

  

⑤内部研修報告 

８月：リスク研修（KYT：危険予知トレーニング） 

９月：感染症研修（食中毒・新型コロナ） 

 

◆小規模多機能型居宅介護サービス評価について 

 ①職員自己評価    （１１月） 

 ②事業所自己評価   （１２月） 

 ③運営推進委員に配布 （１月） 

 ④運営推進会議にて検討（２月） 

 ⑤事業所総括     （３月） 

 

◆委員の皆様からの情報やご意見 

 『薄波委員』施設内でボランティアによる音楽療法はどうでしょうか？ 

 『施設委員』以前は音楽との関りが多かったが、入所者の重度化により、難しい面 

もある。ボランティア受入は感染状況を見て検討していきたいが、 

ボランティアよりも家族の面会緩和を優先して考えていきたい 

 

3. 委員の交代について 

民生委員の交代により運営推進委員が以下のとおり交代となる 

 石黒委員 ⇒ 上新町の桑原幸子さん 

 吉田委員 ⇒ 天野原新田の渡部孝さん 

 

4. 今後の予定 

１０月：内部研修【高齢者体験研修】 

１１月：内部研修【感染症研修】 

※次回日程について   令和４年１２月２１日（水）１３：３０～ 


